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1. 耳下腺唾 液に関する研 究はかなり以 前より行 われ

てい る。 その報 告に興味あることが多い。 北村等 は嗜好

性 と耳下腺唾 液量の関係を調べる目的 で，酒や煙 草等 を

摂取させ，その多寡を論じ， 三輪 は数種の味覚刺激剤 を

用いてその反 射唾液量を調べ， また浜田･等は 刺 激 物 質

（ビ スケット，飯，食パ ン， りんご等）が口腔内味覚受

容 器を刺激し，唾液 分泌 を促 すか否かを知 るため耳下腺

の刺激 物に対 する選択的感受性 を検 索し てい る。

演者 等はこれ 等の事柄 に留意し，化学甘味料 を刺激剤

としでその反 射唾液量 を調 べ，化学甘味 物質 の性質 を客

観的 に観察し 得るり ではない かと本実験を試みた。

2.　林，楢原に準じた耳下腺唾 液分泌 測定装置を用い

耳下腺唾液量を測定じ た。

被験者としては19～22才の健康 なる女 子学生 を選んだ

化 学甘味料 とし てSweetmin 7, Sweetmin F. White

sugar,  Granulated sugar. 及びCrude sugar 溶液 を

用い，それ等を舌上 に注加することにし た。

3.   (1)化 学甘味料の闘値はそれぞれ違ってい る。

(2)化学甘味料の唾液分泌形式に特徴がある。

(3)化学甘味料反復使用の場合使用毎に唾 液分泌量は減

少 する。


